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紺
綬
褒
章
と
は
、
公
益
の

た
め
に
私
財
（
５
０
０
万
円

以
上
）
を
寄
付
し
た
者
を
対

象
と
し
て
、
表
彰
さ
れ
る
べ

き
事
績
の
生
じ
た
都
度
、
各

府
省
な
ど
の
推
薦
に
基
づ
い

　

２
０
１
７

年
の
主
要
８

製
品
群
（
ボ

デ
ィ
用
洗
浄

剤
、
手
洗
い

用
洗
浄
剤
、

シ
ャ
ン
プ

ー
・
リ
ン
ス
、

洗
濯
用
液
体

洗
剤
、
柔
軟

仕
上
剤
、
台

所
用
洗
剤
、

住
居
用
洗

剤
、
漂
白

剤
・
か
び
と

り
剤
）
の
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク

使
用
量
は
、

製
品
出
荷
の

２
％
と
い
う
数
字
は
決
し

て
小
さ
な
も
の
で
は
な

い
」
と
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
使

用
量
削
減
に
向
け
て
前
進

し
た
こ
と
を
強
調
し
た
。

　

さ
ら
に
、
界
面
活
性
剤

の
生
態
系
へ
の
影
響
に
関

し
て
調
査
し
た
結
果
も
発

表
さ
れ
た
。

　

代
表
的
な
４
つ
の
界
面

活
性
剤
に
つ
い
て
、
東
西

の
４
河
川
（
多
摩
川
、
荒

川
、
江
戸
川
、
淀
川
）、

７
カ
所
で
年
４
回
の
濃
度

測
定
に
よ
る
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
調
査
を
実
施
し
た
と
こ

ろ
、
２
０
１
７
年
度
の
界

面
活
性
剤
環
境
濃
度
は
、

こ
れ
ま
で
と
同
様
に
低
い

濃
度
を
維
持
し
て
お
り
、

「
界
面
活
性
剤
に
よ
る
生

態
系
リ
ス
ク
は
小
さ
い
」

と
結
論
づ
け
た
。

を
３
年
前
倒
し
で
達
成
し
た
。

　

同
工
業
会
は
、
容
器
包
装

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
使
用
量
の
削

減
に
向
け
、「
環
境
配
慮
設

計
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
」
の
新

た
な
導
入
や
、
使
用
量
削
減

事
例
集
の
追
加
公
開
な
ど
の

活
動
を
積
極
的
に
行
っ
て
お

り
、
今
後
の
さ
ら
な
る
削
減

に
も
意
欲
を
見
せ
て
い
る
。

　

井
上
賢
吾
環
境
委
員
長

（
日
油
取
締
役
兼
常
務
執
行

役
員
）
は
、「
１
９
９
５
年

比
40
％
削
減
を
目
指
し
た
第

２
次
自
主
行
動
計
画
か
ら
わ

ず
か
２
％
の
削
減
の
よ
う
に

思
わ
れ
る
が
、
詰
替
え
・
付

替
え
比
率
が
上
昇
し
て
い
る

近
年
の
状
況
を
鑑
み
る
と
、

伸
び
に
よ
り
前
年
比
２
・
５

％
増
、
１
９
９
５
年
比
８
・

８
％
増
の
７
万
８
５
０
０
ト

ン
と
な
っ
た
。

　

一
方
、
２
０
２
０
年
ま
で

に
製
品
出
荷
量
あ
た
り
の
容

器
包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
使
用

量
（
原
単
位
）
を
１
９
９
５

年
比
で
42
％
削
減
す
る
こ
と

を
目
標
と
し
た
「
第
３
次
自

主
目
標
計
画
」に
照
ら
す
と
、

２
０
１
７
年
は
１
９
９
５
年

比
42
％
減
と
な
り
、
目
標
値

（５）２０１９年（平成３１年）２月１１日 第３１４７号

て
審
査
し
、

授
与
が
行
わ

れ
る
。
国
、

地
方
公
共
団

体
ま
た
は
公

益
団
体
に
対

い
う
意
味
の
グ
レ
ー
ト
・
モ

デ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
言
葉

が
使
わ
れ
て
い
た
が
、
昨
年

か
ら
そ
の
流
れ
は
変
わ
っ
て

き
て
い
る
。
今
年
の
経
済
は

大
き
く
乱
高
下
し
、
非
常
に

ボ
ラ
タ
イ
ル
な
局
面
に
入
っ

て
い
き
、
間
違
い
な
く
強
力

に
前
進
す
る
だ
ろ
う
。
第
４

次
産
業
革
命
が
到
来
し
、
Ａ

Ｉ
、
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
、
ロ
ボ

す
る
寄
付
が
授
与
の
対
象
と

な
る
。

　

同
社
は
、
１
９
８
４
年
の

創
業
当
時
よ
り
、
様
々
な
環

境
負
荷
低
減
の
取
り
組
み
を

行
っ
て
お
り
、
２
０
０
２
年

か
ら
オ
イ
ス
カ
と
協
働
で
国

内
外
の
森
林
整
備
を
中
心
と

し
た
環
境
保
全
活
動
を
展
開

し
て
い
る
。

　

国
内
で
は
、
山
梨
県
甲
州

市
の
市
有
林
「
甲
州
市
・
オ

ル
ビ
ス
の
森
」
の
整
備
・
保

全
活
動
を
継
続
し
て
行
っ
て

ッ
ト
等
の
活
用
に
よ
っ
て
今

ま
で
と
は
全
く
違
う
経
済
社

会
を
つ
く
る
動
き
が
出
て
き

て
い
る
。
今
年
は
大
き
な
変

化
が
起
き
る
年
に
な
る
の
で

は
な
い
か
」
と
今
年
の
日
本

経
済
の
見
通
し
に
つ
い
て
述

べ
た
。
ま
た
、
消
費
税
増
税

に
つ
い
て
の
見
解
や
今
後
の

政
局
に
つ
い
て
も
語
っ
た
。

　

講
演
会
終
了
後
に
は
懇
親

パ
ー
テ
ィ
ー
が
開
か
れ
、
冒

頭
で
挨
拶
に
立
っ
た
金
田
康

男
社
長
は
「
我
が
社
は
今
年

で
創
業
１
１
４
年
目
を
迎
え

る
。
先
ほ
ど
の
講
演
会
で
も

話
が
あ
っ
た
よ
う
に
、
世
の

中
は
大
き
く
変
化
し
て
お

り
、新
し
い
時
代
に
向
け
て
、

自
ら
変
化
・
変
革
を
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。食
・

健
・
美
と
環
境
を
見
据
え
た

商
品
を
提
供
す
る
と
い
う
我

が
社
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
基
づ

き
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
も
事

業
を
続
け
て
い
く
」
と
今
後

の
抱
負
を
述
べ
た
。

い
う
。

　

ま
た
、
オ
フ
ィ
ス
ス
ペ
ー

ス
の
効
率
化
を
図
る
べ
く
、

社
員
が
個
々
の
机
を
持
た
な

い
フ
リ
ー
ア
ド
レ
ス
を
採

用
。
カ
フ
ェ
の
よ
う
な
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
を
多
数

設
け
る
こ
と
で
、
社
員
相
互

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

活
性
化
し
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
推
進
に
つ
な
げ
て
い
く
。

　
「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
伴
い
、

国
内
外
を
問
わ
ず
、
お
取
引

様
に
お
越
し
い
た
だ
く
た
め

に
、
わ
か
り
や
す
い
場
所
へ

　

化
粧
品
原
料
商
社
の
岩
瀬

コ
ス
フ
ァ（
岩
瀬
由
典
社
長
）

は
２
月
12
日
よ
り
、
東
京
本

社
を
東
京
都
千
代
田
区
丸
の

内
に
移
転
し
、「
開
発
提
案

型
商
社
」
の
機
能
強
化
に
向

け
、
サ
ー
ビ
ス
向
上
と
職
場

環
境
改
善
を
推
進
す
る
。

　

同
社
は
今
回
の
移
転
に
伴

い
、
開
発
機
器
の
ほ
と
ん
ど

を
一
新
し
、
開
放
研
究
室
を

拡
張
す
る
。
加
え
て
、
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
ペ
ー
ス

も
充
実
さ
せ
、
顧
客
に
使
用

し
や
す
い
環
境
を
整
え
る
と

移
転
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

今
後
は
、
大
阪
本
社
を
は
じ

め
多
く
の
海
外
拠
点
と
連
携

し
な
が
ら
、
国
内
外
の
お
取

引
様
の
さ
ら
な
る
発
展
の
一

助
と
な
る
べ
く
、
一
層
尽
力

し
て
い
く
」（
同
社
）

　

新
東
京
本
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新
住
所
＝
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京
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代
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目
２
番
１
号 
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ビ
ル
ヂ

ン
グ
１
階
▽
ア
ク
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＝
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「
東
京
駅
」
丸
の
内
南
口

（
徒
歩
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分
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東
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「
紺
綬
褒
章（
褒
状
）」を
受
賞

　

「
こ
れ
か
ら
の
日
本
経

済
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
を
行

っ
た
竹
中
氏
は
、「
こ
れ
ま

で
は
世
界
経
済
を
表
す
言
葉

と
し
て
、
大
い
な
る
安
定
と

お
り
、
海
外
で
は
、
オ
イ
ス

カ
の
「
子
供
の
森
」
計
画
を

通
じ
た
グ
ロ
ー
バ
ル
な
支
援

に
取
り
組
み
、
フ
ィ
ジ
ー
共

和
国
の
子
供
た
ち
や
地
元
関

係
者
と
の
交
流
、
マ
ン
グ
ロ

ー
ブ
の
植
林
な
ど
を
行
っ
て

い
る
。

　

こ
れ
ら
の
長
年
に
わ
た
る

　

オ
ル
ビ
ス
は
、
国
内
外
で
環
境
保
全
活
動
を
行
う
公
益
財
団
法
人

オ
イ
ス
カ
（
本
部
＝
東
京
都
杉
並
区
）
へ
の
寄
付
が
公
益
に
資
す
る

も
の
と
し
て
、
日
本
政
府
よ
り
「
紺
綬
褒
章
（
褒
状
）」
を
受
賞
し
、

１
月
24
日
に
オ
イ
ス
カ
本
部
に
て
伝
達
式
が
行
わ
れ
た
。

東
京
本
社
を
移
転

～
開
放
研
究
室
を
拡
張
～

岩
瀬
コ
ス
フ
ァ

カネダ
新春経済

講演会を開催

　

日
本
石
鹸
洗
剤
工
業
会
（
石
洗
工
）
は
２
０
１
８
年
12
月
21
日
、
定

例
会
見
を
開
催
し
、
容
器
包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
使
用
量
削
減
に
関
す
る

自
主
行
動
計
画
の
進
捗
状
況
な
ど
を
報
告
し
た
。

オ
ル
ビ
ス

井上環境委員長

取
り
組
み
が
認
め
ら
れ
、
今

回
オ
イ
ス
カ
よ
り
推
薦
を
受

け
、同
章
の
受
章
に
至
っ
た
。

　

オ
イ
ス
カ
の
中
野
悦
子
理

事
長
か
ら
褒
状
を
受
け
取
っ

た
福
島
幹
之
取
締
役
は
、「
環

境
に
配
慮
し
た
取
り
組
み
は

従
来
か
ら
会
社
に
根
付
い
て

い
て
、
我
々
に
と
っ
て
特
別

第３次自主行動計画の
目標値を３年前倒しで達成石洗工

金 田 社 長

な
こ
と
で
は
な
い
の
で
、
こ

う
し
て
褒
章
を
頂
け
る
と
は

思
っ
て
も
み
な
か
っ
た
。
地

道
に
活
動
を
続
け
て
き
た
結

果
、
こ
う
し
て
名
誉
あ
る
賞

を
頂
け
た
と
い
う
こ
と
を
一

緒
に
活
動
し
て
き
た
従
業
員

に
も
伝
え
た
い
」
と
受
賞
の

喜
び
を
語
っ
た
。

　

カ
ネ
ダ
は
１
月
11
日
、
恒
例
の
「
新
春
経
済
講

演
会
」
を
都
内
の
ホ
テ
ル
で
開
催
し
た
。
62
回
目

と
な
る
今
回
の
講
演
で
は
、
東
洋
大
学
教
授 

慶
應

義
塾
大
学
名
誉
教
授
の
竹
中
平
蔵
氏
を
講
師
と
し

て
迎
え
た
。


